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第１１０号                           ２０１３年８月 

視覚障
しかくしょう

がい等
とう

の理由
り ゆ う

がある人
ひと

のために，営利
え い り

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
て ん じ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 

 
◆と こ ろ 常石造船株式会社（福山市沼隈町常石１０８３番地） 

◆と  き ８月２３日（金） 

      ・集合  ８：００ 福山市沼隈支所 駐車場 

      ・開始  ８：５０ 終了 １１：００ころ 

    ※ 駐車場から現地へは車で送迎いたします。 

    ※ 進水式は１０：００予定です。 

◆内  容 ・船ができるまでの作業行程の話を聞きます。 

      ・造船に関するさまざまなことを学習します。 

      ・進水式の見学。 

◆費  用 無料 

◆持 参 物 帽子／タオル／ 水筒 ／ 筆記用具 など 

◆定  員 ２０人 ／ 申し込み順 ／ 子どもは保護者同伴 

◆申し込み ８月１日から受け付けます。 

 問い合せ 南部生涯学習センター  電話：084‐980‐7713 

と き ８月２１日(水)，２２日(木)  １３：００～１５：００ 

ところ 福山市沼隈図書館 ２階市民ギャラリー 

内 容  『丌思議の国 アリス物語』のストーリを展示し， 

まわりながら場面にそった体験をしましょう！ 

１４:００からは絵本の読み聞かせも行います。布絵本の展示もあります。 

夏休みの思い出に丌思議の国を体験してみませんか？ 

 

 

 

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/


  

 
沼隈図書館 TEL：９８７－５６３０ 

 

じんけんは ひとりひとりの たからもの 

 
山手コミュニティーセンター 

TEL：９５１－５６７９ 

地域交流事業 

「中国文化を学ぼう！」 
 

と き ８月２２日（木） 

１０：００～１１：３０ 

ところ 山手コミュニティセンター 調理室 

講 師 雀
さい

 宏
こう

さん（中国語講師） 

内 容 芝
ちー

麻球
まーきゅう

（ごま団子）と中国茶を作って

食べながら中国文化遺産を知る 

材料費 100 円 

持参物 エプロン・三角巾など 

山南公民館  TEL：９８８－１９８１       

夏休み平和学習 

風化させないで！ 
～戦争について平和について(連続講座)～ 

 

と き 第１回８月 ８日（木）１０：００～ 

第2回8月19日（月）９：３０～ 

ところ 清神会館  

内 容 DVD 鑑賞と戦時中の食事体験 

第 1 回「よっちゃんのビー玉」 

「麦入りおむすび・漬物・味噌汁」 

第 2 回「はだしのゲン」 

   「小麦粉のだんご汁（すいとん）」 

材料費 １００円 

 

～展示～ 

「平和アピール展」     

と き ８月２日（金）～16 日（金）    

「移動図書館50年のあゆみ」 

と き ８月２日（金）～16日（金） 

内 容 移動図書館を運行して50周年の 

変遷を写真パネルなどで展示 

｢あかちゃんといっしょのおはなし会｣ 
 

と き ８月７日（水）・８日（木）  

両日とも１１：００～１１：３０ 

内 容 絵本の読み聞かせ，手遊びなど 

対 象 乳幼児と保護者 

      

     

     

それゆけ！沼隈探検隊！！ 

～図書館のひみつをあばけ～ 
 

と  き ８月２３日（金） 1０:３0 ～12:00 

内  容 図書館の普段見られない閉架書庨などを 

ウォークラリー形式で見学 

対 象 小学生 

定 員 １５名（先着） 

申込み ８月６日（火）１０：００～ 

来館または電話で 

 

☆申し込みは山南公民館まで必ずしてください。 

どちらか 1 回だけの参加でも OK！！ 

申し込みは，山手コミュニ

ティセンターまで 

☆どちらも沼隈図書館にて，無料で行われます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ  山手コミュニティセンター ℡９６１－５６７９ 

瀬戸コミュ二テーセンター ℡９５１－１８０９ 

 

          ８月９日(金) 18：30 ～ 20：00 

 
 

応募いただいたメッセージをそえて，          出演 LIVES (ライヴズ) 

ツリーをライトアップします。           命の尊厳を守る歌を，魂を込めて歌います。 

 

８月 10 日(土) 1３：30 ～ 15：00 

 

 
 

開演 １３：３０～                

出演：おはなしひろば             開演 １４：００～  

※ 手話通訳あります。               講師：井上 聖文さん(元小学校教諭)  

いつまでも だいじにするよ おともだち いつまでも だいじにするよ おともだち 

 

 

暑い日が，続きますね。体がだるく，頭がうまくまわらないとき，仕事も進まずイライラしていませんか。 

そんなときは，ついネガティブな発言をしてしまったり，攻撃的な回答をしてしまいがちです。 

同じ内容のことを言われたはずなのに，「ここ，また漢字違うよ。直しといて」といわ 

れるのと「ここの漢字，これじゃない？直してくれる？」といわれるのは受け止め方が 

違うと思います。 

もちろん，声のトーンや言い方にもよりますが，言い回しひとつで相手も，腹がたった 

りへこんだりします。 

ちょっとの気遣いで，お互いの雰囲気が変わります。 

相手を思いやれる，ポジティブな発言を心がけたいです。 

 

 

と き  8 月３日(土)～15 日(木)  

ところ  沼隈図書館 
 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

『青年の父 山本瀧之助の足跡を訪ねて』は前回，最終回をむかえました。 

２０１１年 7 月（第 87 号）から２０１３年７月（第１０９号）までの 2 年 

間，全２３回あしだがわで連載させていただきました。執筆は，山本瀧之助 

研究会の上田靖士さんです。 

今まで書いていただいた原稿を元に，２０１３年の２月に山本瀧之助に 

学ぶ会実行委員会が「山本瀧之
やまもとたきの

助物語
すけものがたり

」を発行しました。連載を見逃し 

た方，改めてじっくり読みたい方，山本瀧之助に興味を持 

たれた方はぜひ読んでみてください。 

南部生涯学習センターにて，お求めいただけます。（一冊／３００円） 

●山本瀧之
やまもとたきの

助
すけ

とは 

沼隈郡草深村で生まれ，小学校卒業後，小学校教師になりました。教師生活のかたわら，青年活動を

始めました。当時，青年といえば都会青年のみを意味し，実際人数の多い田舎青年は自己の希望を満た

されず，世間から忘れられた存在でした。瀧之助は著作『田舎
い な か

青年
せいねん

』の中で，都会青年も田舎青年も平

等であると主張しました。 

田舎青年の教育の重要性を指摘し，「青年会を設くべし」と全国を巡講して青年団の全国的な組織化

を進めました。これらの活動により，青年団運動の先覚者として「青年の父」「青年団の母」と呼ばれ

ています。 

☆ 詳しく知りたい方は，沼隈図書館に併設して瀧之助記念室がありますので，ご活用ください！ 

 

今年度は，瀧之助生誕１４０周年です。 

この機会にもっと瀧之助を知っていただきたいので，市内 10 箇所で巡回パネル展を 

行っています。詳しい日程は，下の表のとおりです。 

また，１１月には記念式典を行う予定です。こちらも随時，情報提供を行いますので 

お見逃しなく！ 

 Ｑ．親の力を学びあうプログラムってどんなもの？ 
 

Ａ．参加者が子育てについて話し合い形式で答えを

見つけていく講座です。対象年齢や状況によって親

しみやすいテーマがいろいろ準備されています。 

期 間 会 場 

８月 ２日(金) ～ ８月 14日(水)  鞆の浦歴史民俗資料館 

８月 1６日(金) ～ ９月 1 日(日) 神 辺 文 化 会 館 

９月 ３日(火) ～ ９月 17 日(火) 東 部 市 民 セ ン タ ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


